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規則 (昭和 42 年 岩手 県 規則 第 31 号 ) の 全部 を 改正 する 。 
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第 1 章 総則 (第 1 条 一 第 3 条 ) 
第 2 章 漁業 の 許可 (第 4 条 一 第 31 条 ) 


第 3 章 水産 資源 の 保護 培養 及び 漁業 調整 に 関す る その 他 の 措置 (第 32 条 一 第 51 条 ) 

































































第 4 章 漁業 の 取締 り (第 52 条 一 第 55 条 ) 
第 5 章 雑則 (第 56 条 一 第 61 条 ) 

第 6 罰則 (第 62 条 一 第 65 条 ) 

附則 



































1 条 この 規則 は 、 漁 業法 (昭和 24 年 法律 第 267 号 。 以 下 「 法 」 と いう 。) 、 水 産 資源 保護 法 (昭和 26 年 法律 第 313 号 ) その 他 漁 
業 に 関す る 法令 と 相まって 、 岩 手 県 に お ける 水産 資源 の 保護 培養 及び 漁業 調整 を 図り 、 も っ て 漁業 生産 力 を 発 戻 させ る こと を 
































































































































第 2 条 県 内 に 住所 を 有する 者 は 、 こ の 規則 の 規定 に より 申請 書 そ の 他 の 書類 を 知事 に 提出 し よう と する と き は 、 そ の 住所 地 が 沿 
岸 広 域 振興 局 又 は 県 北 広域 振興 局 (以下 「 広 域 振興 局 」 と いう 。) の 所 管区 域内 に ある 者 に あっ て は 当該 広域 振興 局 の 長 を 経 
し て 、 そ の 住所 地 が 広域 振興 局 の 所 管区 域外 に ある 者 に あっ て は 直接 提出 し な けれ ば な ら な い 。 た だ し 、 住 所 地 が 広域 振興 局 の 

所 管区 域外 に ある 者 が 第 32 条 の 規定 に より 申請 書 その 他 の 書類 を 知事 に 提出 し よう と する と き は 、 そ の 住所 地 の 市 町 村 の 長 を 経 

し て 提出 し な けれ ば な ら な い 。 
2 県 内 に 住所 を 有 し な い 者 は 、 第 8 条 第 1 
の 意見 書 を 添え を な けれ ば な ら な い 。 
(代表 者 の 届出 ) 

第 3 条 法 第 5 条 第 1 項 の 規定 に よる 代表 者 の 届出 は 、 次 に 掲げ る 事項 を 記載 し た 届出 書 を 提出 し て 行う も の と する 。 
(1) 申請 者 の 氏名 及び 住所 (法人 に あっ て は 、 そ の 名 称 、 代 表 者 の 氏名 及び 主たる 事務 所 の 所 在 地 ) 

(2) 代表 者 と し て 選定 され た 者 の 氏名 及び 住所 (法人 に あっ て は 、 そ の 名 称 及び 主たる 事務 所 の 所 在 地 ) 
第 2 章 漁業 の 許 
(知事 に よる 漁業 の 許可 ) 

第 4 条 法 第 57 条 第 1 項 の 農林 水産 省令 で 定め る 漁業 の ほか 、 次 に 掲げ る 漁業 (第 1 号 、 第 2 号 、 第 6 号 及 び 第 15 号 に 掲げ る 漁業 
に あっ て は 、 組 合 員 行使 権 者 が 営む 当該 組合 員 行 使 権 の 内 容 た る 当該 漁業 を 除く 。) を 営 も うと する 者 は 、 同 項 の 規定 に 基づき 
、 知 事 の 許可 を 受け な けれ ば な ら な い 。 

(1) あわ び 漁 業 海面 に お いて あわ び を と る こと を 目的 と する 漁業 
(2) な まこ 漁業 海面 に お いて な まこ を と る こと を 目的 と する 漁業 (小型 機 船底 びき 網 漁業 、 第 6 与 に 揚げ る 固定 式 刺し 網 漁 
業 及 び 第 12 号 に 揚げ る か ご 漁業 を 除く 。) 
(3) 小型 まき 網 漁業 海面 に お いて 総トン数 5 トン 未満 の 船舶 を 使用 し て 小型 まき 網 に より 行う 漁業 
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HH し よう と する 場合 に は 、 そ の 住所 の 所 在 する 都 道 府 県 の 知事 
















































































































































































































































































































































































































































































(4) か じき 等 流し 網 漁業 海面 (総トン数 10 ト ン 以 上 の 動力 漁船 を 使用 する 場合 に あっ て は 、 漁 業 の 許可 及び 取締 り 等 に 関す 


























る 省令 (昭和 384 

































































E 農 林 省 令 第 5 号 ) 別表 第 1 の か じき 等 流し 幼 
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漁業 の 項 の 中 欄 第 4 号 に 掲げ る 海域 に 限る 。) に お いて か じき 
































































































































等 流し 網 に より か じき 、 か つ お 、 ま ぐろ 又は さめ を と る こと を 目的 と する 漁業 
(5) 流し 網 漁業 海面 に お いて 流し 網 (か じき 、 か つ お 、 ま ぐろ 、 さ め 、 い る か 又は いか を と る こと を 目的 と する も の を 除く 
。) に より 行う 漁業 
(6) 固定 式 刺し 網 漁業 海面 に お いて 固定 式 刺し 網 (ちあ わび を と る こと を 目的 と する も の を 除く 。) に より 行う 漁業 
7) 船 び き 網 漁業 海面 に お いて 船 び き 網 に より 行う 漁業 
(8) さん ま 棒 受 網 漁業 海面 に お いて 総トン数 10 ト ン 未 満 の 動力 漁船 を 使用 し て さん ま 棒 受 網 に より 行う 漁業 
9) 火 光 利 用 敷 網 漁業 海面 に お いて 火 光 を 利用 し て 敷 網 (さん ま を と る こと を 目的 と する も の を 除く 。) に より 行う 漁業 
10) すく い 網 漁業 海面 に お いて 動力 漁船 を 使用 し て すく い 網 に より 行う 漁業 
11) いか 釣り 漁業 海面 に お いて 総トン数 5 トン 以上 30 ト ン 未 満 の 動力 漁船 を 使用 し て いか 釣り に より 行う 漁業 
12) か ご 漁業 海面 に お いて 動力 漁船 を 使用 し て か ご に より 行う 漁業 
13) さけ は え 縄 漁業 海面 に お いて 総トン数 10 ト ン 未 満 の 動力 漁船 を 使用 し て さけ は え 縄 に より 行う 漁業 
(14) いる か 突 棒 漁業 海面 に お いて いる か 突 棒 に より 行う 漁業 
15) 小型 定置 網 漁業 海面 に お いて 小型 定置 網 に より 行う 漁業 
(16) 地 び き 網 漁業 海面 に お いて 地 び き 網 に より 行う 漁業 
17) 潜水 器 漁 業 海面 に お いて 深水 器 (簡易 潜水 器 を 含み 、 あ わび 又は な まこ を と る こと を 目的 と する も の を 除く 。) に より 
行う 漁業 
2 前 項 の 許可 は 、 法 第 57 条 第 1 項 の 農林 水産 省令 で 定め る 漁業 又は 前 項 第 3 号 か ら 第 14 号 まで に 掲げ る 漁業 に あっ て は 当該 漁業 
ご と 及び 船舶 等 ご と に 、 そ の 他 の 漁業 に あっ て は 当該 漁業 ご と に 受け な けれ ば な ら な い 。 
(許可 を 受け た 者 の 責務 ) 
第 5 条 知事 許可 漁業 に つい て 許可 を 受け た 者 は 、 資 源 管理 を 適切 に する た め に 必要 な 取組 を 自ら 行う と と も に 、 漁 業 の 生産 性 の 
向上 に 努め る も の と する 。 
(起業 の 認可 ) 
第 6 条 許可 を 受け よう と する 者 で あっ て 現に 船舶 等 を 使用 する 権利 を 有 し な いも の は 、 船 舶 等 の 建造 又は 製造 に 着手 する 前 又は 
船舶 等 を 譲り 受け 、 借 り 受 け 、 そ の 返還 を 受け 、 そ の 他 船 舶 等 を 使用 する 権利 を 取得 する 前 に 、 船 舶 等 ご と に 、 あ ら か じ め 起 業 


に つき 知事 の 認可 を 受け る こと が で きる 。 








第 7 条 前 条 の 認 』 
の 内 容 が 認可 
ば な ら な い 。 


起業 の 認可 
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「 を 受け た 者 が 、 認 可 を 受け た 
満了 の 日 に 、 そ の 効力 を 2 























(許可 


又は 











起業 の 認可 の 











許 ロ 
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事 許 可 漁業 の 種類 


和音 の 氏名 及び 














又は 起業 の 認 
14 号 まで に 掲げ る 漁 
請書 を 知事 に 提 昌 


業 に あっ て は 当該 
HH し な けれ ば な ら な い 。 
ff (法人 に あっ て は 、 そ の 名 称 、 代 表 者 の 氏名 及び ョ 


王 有 



































区 域 、 漁 業 司 








期 、 
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J テ 














の 種類 、 




















1 する 船 














数 及び 規模 
日 の 名 称 、 漁 船 登録 番 号 、 





その 他 参 考 と な る べき 事項 
































(以下 「 起 業 の 認可 」 と いう 。) を 受け た 者 が その 』 
「 を 受け た 内 容 と 同一 で ある と き は 、 知 事 は 、 第 9 条 第 1 項 各 号 の い ず 】 


か ら 知 事 の 指定 し た ま 』 



































間 内 に 


氏 業 の 認可 に 


























許可 を 





づい て 許可 を 申請 し た 場合 に お いて 、 申 
か に 該当 する 場合 を 除き 、 許 可 を し な けれ 














計 皇 
月 




















請 し な いと き は 、 起 業 の 認可 は 、 そ の 期間 の 











獲物 の 種類 及び 漁 


総 
UK 














業 根拠 地 








ン 数 

















を 受け よう と する 者 は 、 法 第 57 条 第 1 項 の 農林 水産 2 
外 業 ご と 及び 船舶 等 ご と に 、 そ の 他 の 漁 








を びに 指 





機関 の 利 
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E た る 
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ほ 類 及び ! 





馬力 数 








E め る 漁業 又は 第 4 条 第 1 項 第 3 号 か ら 第 
業 に あっ て は 当該 漁業 ご と に 、 次 に 掲げ る 事項 を 








E 務 所 の 所 在 地 ) 





2 知事 は 、 前 項 の 


る 。 


(許可 又は 


第 9 条 次 の 各 号 の 





























還 


の 認可 を する か どう か の 





前 断 に 関し 必要 と 訟 





起業 の 認可 を し な い 場 合 
ずれ か に 該当 する 場合 は 、 知 事 は 

















(1) 請 え 
(2) その 
2 知事 は 、 前 形 






















































































る 書類 の 提出 を 求め る こと が で き 


、 許 可 又 は 起業 の 認可 を し て は な ら な い 。 
性 を 有する 者 で な い 場 合 
に 至る お それ が ある 場合 















































上 員 会 の 意見 を 聴い た 上 で 、 当 該 申請 者 に その 


















































理由 を 文書 を も っ て 通 を 行わ な けれ ば な ら な v 








、 公 開 に よる 意見 の 聴取 










































































(許可 又は 
第 10 条 許可 又は 起業 の 認可 に 
(1) 漁業 又は 労働 に 関す る 法令 























する 者 は 、 次 の 各 号 の いずれ に 
導 守 せ ず 、 か つ 、 引 き 続 き 遵 守 す る こと が 


















































(2) 聞 力 E 











員 等 で も る こと 。 
(3) 法人 で あっ て 、 そ の 役員 又は 漁業 : 
者 が ある も の で ある こと 。 
































年 政令 第 30 号 ) で 定め る 使 


























(4) 李 力 E 
(5) 許可 


2 知事 は 


(新規 の 許 














員 等 が その 事業 活 重 
































基準 を 満た さ な い こと 。 


























当該 事案 に つい て 弁明 し 、 か つ 、 証 拠 を 提出 する こと が で きる 





も 該当 し な い 者 と する 。 
も 込ま れ な い 者 で ある こと 。 


人 の うち に 前 2 号 の いずれ か に 該当 する 









































変更 し よう と する と き は 、 海 











人 








骨 整 委員 会 の 意見 を 聴か な けれ ば な ら な い 。 























可 又 は 起業 の 認可 ) 








第 11 条 知 
の 規定 に よる も の を 除く 。 
漁業 に 係る 船舶 等 の 数 及び その 操業 




















順 及び 第 14 条 の 規定 に よる も の を 除く 。 
以下 この 条 に お いて 同じ 。 



































内 容 及 び 許 
(1) 漁業 種 導 




























































































2) 許 m 





























(3) 推 人 

















4) 操業 区 














(5) 漁業 時 














6) 漁業 者 の 

















この 条 に お いて 同じ 。) 又は 起業 の 認可 (第 14 条 
を し よう と する と き は 、 当 該 知 事 許可 漁業 を 営む 者 の 数 、 当 該 知事 
情 を 勘案 し て 、 次 に 掲げ る 事項 に 関す る 制限 措置 を 定め 、 当 該 制限 措置 の 
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fF 可 




















り 区 分 し た も の を いう 。 以 下 同 じ 。) 














2 前 項 の 
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ぼ す と 認め られ る 事情 
3 知事 は 、 第 1 項 の 
見 を 聴か な けれ ば な ら な い 。 





























和 類 ご と に 知事 が 定め る 期間 と する 。 た だ し 、1 月 以上 の 申 











請 期 間 を 定め て 前 























よる 公示 を する と すれ ば 当該 
は 、 こ の 限り で な い 。 
規定 に より 公示 する 制限 措置 の 内 容 及び 












































期間 を 定め よう と する と き は 、 次 





、 当 該 漁業 を 営む 者 の 経営 に 著しい 支障 を 及 
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4 第 1 項 の 





、 前 項 の 規定 
































に 対し て は 、 知 事 は 、 第 














を すべ き 船 舶 等 の 数 が 第 1 項 の 規定 に よ 








第 9 条 第 1 項 各 号 の いずれ か に 該当 する 





こ 船 舶 等 の 数 を 超え る 場合 に お いて は 





























こ か か わら ず 、 当 該 知 事 許 可 漁業 の 状況 を 勘案 し て 




















海区 漁業 調整 委員 会 の 意見 を 聴い た 上 で 、 許 可 の 基準 を 定め 





























許可 又は 起業 の 認可 を する 者 を 定め る も の と する 。 


を する 者 を 定め る こと が で き な い と き は 、 


























公正 な 方 法 で くじ を 行い 、 許 可 又 は 起業 の 朗 
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































可 を する 者 を 定め る も の と する 。 

7 第 4 項 の 規定 に より 許可 又は 起業 の 認可 を すべ き 漁 業者 の 数 が 第 1 項 の 規定 に より 公示 し た 漁業 者 の 数 を 超え る 場合 に お いて 
は 、 第 4 項 の 規定 に か か わら ず 、 当 該 知 事 許可 漁業 の 状況 を 勘案 し て 、 海 区 漁業 調整 委員 会 の 意見 を 聴い た 上 で 、 許 可 の 基準 を 
定め 、 こ れ に 従っ て 許可 又は 起業 の 認可 を する 者 を 定め る も の と する 。 

8 許可 又は 起業 の 認可 の 申請 を し た 者 が 当該 申請 を し た 後に 死亡 し 、 又 は 合併 に より 解散 し 、 若 し く は 分 割 (当該 申請 に 係る 権 
利 及 び 義 務 の 全部 を 承継 きせ る も の に 限る 。) を し た と き は 、 そ の 相続 人 (相続 人 が 2 人 以上 ある 場合 に お いて 、 そ の 協議 に よ 
り 当該 申請 を し た 者 の 地位 を 承継 すべ き 者 を 定め た と き は 、 そ の 者 ) 、 当 該 合 併 後 存続 する 法人 若しくは 当該 合併 に よっ て 成立 
し た 法人 又は 当該 分 割 に よっ て 当該 権利 及び 義務 の 全部 を 承継 し た 法人 は 、 当 該 許可 又は 起業 の 認可 の 申請 を し た 者 の 地位 を 承 
継 する 。 

9 前 項 の 規定 に より 許可 又は 起業 の 認可 の 申請 を し た 者 の 地位 を 承継 し た 者 は 、 そ の 事実 を 証する 書面 を 添え 、 承 継 の 日 か ら 2 
月 以内 に その 和則 を 知事 に 届け 出 な けれ ば な ら な い 。 

(公示 に お ける 留意 事項 

第 12 条 知事 は 、 漁 獲 割 当て の 対象 と な る 特定 水産 資源 の 採 捕 を 通常 伴う と 認め られ る 知事 許可 漁業 に つい て 、 前 条 第 1 項 の 規定 
に よる 公示 を する に 当たっ て は 、 当 該 知事 許可 漁業 に お いて 採 捕 する と 見 込ま れる 水産 資源 の 総量 の うち に 漁獲 割当 て の 対象 と 
な る 特定 水産 資源 の 数 量 の 占め る 割合 が 知事 が 定め る 割合 を 下回る と 認め られ る 場合 を 除き 、 船 舶 等 の 数 及び 船舶 の 総トン数 そ 
の 他 の 船舶 等 の 規模 に 関す る 制限 措置 を 定め な いも の と する 。 

(許可 等 の 条件 ) 

第 13 条 知事 は 、 漁 業 調整 その 他 公 益 上 必要 が ある と 認め る と き は 、 許 可 又 は 起業 の 認可 を する に 当たり 、 許 可 又 は 起業 の 誰 』 
条件 を 付け る こと が で きる 。 

2 知事 は 、 漁 業 調整 その 他 公 益 上 必要 が ある と 認め る と き は 、 許 可 又 は 起業 の 認可 後 、 海 区 漁業 調整 委員 会 の 意見 を 聴い て 、 当 
該 許可 又は 起業 の 認可 に 条件 を 付け る こと が で きる 。 

3 知事 は 、 前 項 の 規定 に より 条件 を 付け よう と する と き は 、 行 政 手 続 法 (平成 5 年 法律 第 88 号 ) 第 13 条 第 1 項 の 規定 に よる 意見 
陳述 の た め の 手 続 の 区 分 に か か わら ず 、 聴 聞 を 行わ な けれ ば な ら な い 。 

4 第 2 項 の 規定 に よる 条件 の 付加 に 係る 聴聞 の 期日 に お ける 審理 は 、 公 開 に より 行わ な けれ ば な ら な い 。 

( 代 船 等 の 許可 及び 起業 の 認可 ) 

第 14 条 次 の 各 号 の いずれ か に 該当 する 場合 は 、 そ の 申請 の 内 容 が 従前 の 許可 又は 起業 の 認可 を 受け た 内 容 と 同一 で ある と き は 
第 9 条 第 1 項 各 号 の いずれ か に 該当 する 場合 を 除き 、 許 可 又は 起業 の 認可 を し な けれ ば な ら な い 。 

1) 許可 を 受け た 者 が 、 そ の 許可 の 有効 期間 中 に 、 そ の 許可 を 受け た 船舶 を 当該 知事 許可 漁業 に 使用 する こと を 廃止 し 、 他 の 
船舶 に つい て 許可 又は 起業 の 認可 を 申請 し た と き 。 

2) 許可 を 受け た 者 が 、 そ の 許可 を 受け た 船舶 が 滅失 し 、 又 は 沈没 し た た め 、 減 失 又 は 沈没 の 日 か ら 6 月 以内 (その 許可 の 有 
効 期 間 中 に 限る 。) に 他 の 船舶 に つい て 許可 又は 起業 の 認可 を 申請 し た と き 。 

3) 許可 (知事 が 指定 する 漁業 に 係る も の に 限る 。) を 受け た 者 か ら 、 そ の 許可 の 有効 期間 中 に 、 許 可 を 受け た 船舶 を 譲り 受 
け 、 借 り 受 け 、 そ の 返還 を 受け 、 そ の 他 相 続 又 は 法人 の 合併 若しくは 分 割 以外 の 事由 に より 当該 船舶 を 使用 する 権利 を 取得 し 
て 当該 知事 許可 漁業 を 営 も うと する 者 が 、 当 該 船舶 に つい て 許可 又は 起業 の 認可 を 申請 し た と き 。 

(許可 の 有効 期間 

第 15 条 許可 の 有効 期間 は 、 次 の 各 号 に 掲げ る 漁業 の 区 分 に 応じ し 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 定め る 期間 と する 。 た だ し 、 前 条 の 規定 に 

よっ て 許可 を し た 場合 は 、 従 前 の 許可 の 残存 期間 と する 。 

(1) 第 4 条 第 1 項 第 15 号 に 掲げ る 漁業 5 年 

(2) 法 第 57 条 第 1 項 の 農林 水産 省令 で 定め る 漁業 並び に 第 4 条 第 1 項 第 3 号 、 第 5 号 か ら 第 12 号 まで 、 第 14 号 、 第 16 号 及び 第 
17 号 に 掲げ る 漁業 3 年 

(3) 第 4 条 第 1 項 第 1 号 、 第 2 号 、 第 4 号 及 び 第 13 与 に 掲げ る 漁業 1 年 


















































2 知事 は 、 漁 業 調整 の た め 必要 な 限度 に お いて 、 海 区 漁業 調整 委員 会 の 意見 を 聴い て 、 前 項 の 期間 より 短い 期間 を 定め る こと が 
で きる 。 
































(変更 


許可 ) 

許可 漁業 の 許可 又は 起業 の 認可 を 受け た 者 が 、 第 11 条 第 1 項 各 号 に 掲げ る 事項 に つい て 、 同 項 の 規定 に より 定め られ 
た 制限 措置 と 異な る 内 容 に より 、 知 事 許可 漁業 を 営 も うと する と き は 、 知 事 の 許可 を 受け な けれ ば な ら な い 。 

2 前 項 の 規定 に より 変更 の 許可 を 受け よう と する 者 は 、 次 に 掲げ る 事項 を 記載 し た 申請 書 を 知事 に 提出 し な けれ ば な ら な い 。 
(1) 申請 者 の 氏名 及び 住所 (法人 に あっ て は 、 そ の 名 称 、 代 表 者 の 氏名 及び 主たる 事務 所 の 所 在 地 ) 

2) 漁業 種類 

3 ) 
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6 ) 
3 知事 は 、 前 項 の 規定 に よる 申請 が あっ た 場合 に お いて 必要 が ある と き は 、 変 更 の 許可 を する か どう か の 判断 に 関し 必要 と 認め 
る 書類 の 提出 を 求め る こと が で きる 。 
(相続 又は 法人 の 合併 若しくは 分 割 ) 
第 17 条 許可 又は 起業 の 認可 を 受け た 者 が 死亡 し 、 解 散 し 、 又 は 分 割 (当該 許可 又は 起業 の 認可 に 基づく 権利 及び 義務 の 全部 を 承 
継 さ せる も の に 限る 。) を し た と き は 、 そ の 相続 人 (相続 人 が 2 人 以上 ある 場合 に お いて その 協議 に より 知事 許可 漁業 を 営む べ 
き 者 を 定め た と き は 、 そ の 者 ) 、 合 併 後 存続 する 法人 若しくは 合併 に よっ て 成立 し た 法人 又は 分 割 に よっ て 当該 権利 及び 義務 の 
全部 を 承継 し た 法人 は 、 当 該 許可 又は 起業 の 認可 を 受け た 者 の 地位 を 承継 する 。 
2 前 項 の 規定 に より 許可 又は 起業 の 認可 を 受け た 者 の 地位 を 承継 し た 者 は 、 そ の 事実 を 証する 書面 を 添え 、 承 継 の 日 か ら 2 月 以 
内 に その 旨 を 知事 に 届け 出 な けれ ば な ら な い 。 
(許可 等 の 失効 ) 
第 18 条 次 の 各 号 の いずれ か に 該当 する 場合 は 、 許 可 又 は 起業 の 認可 は 、 そ の 効力 を 失う 。 
(1) 許可 を 受け た 船舶 を 当該 知事 許可 漁業 に 使用 する こと を 廃止 し た と き 。 
(2) 許可 又は 起業 の 認可 を 受け た 船舶 が 滅失 し 、 又 は 沈 濃 し た と き 。 
(3) 許可 を 受け た 船舶 を 譲渡 し 、 貸 し 付け 、 返 還 し 、 そ の 他 そ の 船舶 を 使用 する 権利 を 失っ た と き 。 
2 許可 又は 起業 の 認可 を 受け た 者 は 、 前 項 各 号 の いずれ か に 該当 する こと と な っ た と き は 、 そ の 日 か ら 2 月 以内 に その 旨 を 知事 
に 届け 出 な けれ ば な ら な い 。 
3 第 1 項 の 規定 に よる ほか 、 許 可 を 受け た 者 が 当該 許可 に 係る 知事 許可 漁業 を 廃止 し た と き は 、 当 該 許可 は 、 そ の 効力 を 失 う 。 
この 場合 に お いて 、 許 可 を 受け た 者 は 、 当 該 許可 に 係る 知事 許可 漁業 を 廃止 し た 日 か ら 2 月 以内 に その 旨 を 知事 に 届け 出 な けれ 
ば な ら な い 。 
休業 等 の 届出 ) 
第 19 条 許可 を 受け た 者 は 、1 漁業 時 期 以上 に わた っ て 休業 し よう と する と き は 、 休 業 期間 を 定め 、 あ ら か じ め 知 事 に 届け 出 な け 
ば な ら な い 。 
2 許可 を 受け た 者 は 、 前 項 の 休業 中 の 漁業 に つき 就業 し よう と する と き は 、 そ の 旨 を 知事 に 届け 出 な けれ ば な ら な い 。 
休業 に よる 許可 の 取消 し ) 
第 20 条 知事 は 、 許 可 を 受け た 者 が その 許可 を 受け た 日 か ら 6 月 間 又 は 引き 続き 1 年 間 休 業 し た と き は 、 海 
見 を 聴い て 、 そ の 許可 を 取り 消す こと が で きる 。 
2 許可 を 受け た 者 の 責め に 帰す べき 事由 に よる 場合 を 除き 、 第 23 条 第 1 項 の 規定 に より 許可 の 効力 を 停止 され た 期間 及び 法 第 
19 条 第 1 項 若しくは 第 2 項 の 規定 に 基づく 命令 、 法 第 120 条 第 1 項 の 規定 に よる 指示 、 同 条 第 11 項 の 規定 に よる 命令 、 法 第 121 
条 第 1 項 の 規定 に よる 指示 又は 同 条 第 4 項 に お いて 読み 替え て 準用 する 法 第 120 条 第 11 項 の 規定 に よる 命令 に より 知事 許可 漁業 
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を 禁止 され た 期間 は 、 前 項 の 期間 に 算入 し な い 。 
3 第 1 項 の 規定 に よる 許可 の 取消 し に 係る 聴聞 の 期日 に お ける 審理 は 、 公 開 に より 行わ な けれ ば な ら な い 。 
(資源 管理 の 状況 等 の 報告 ) 
第 21 条 許可 を 受け た 者 は 、 次 の 表 の 左 欄 に 掲げ る 知事 許可 漁業 の 種類 の 区 分 に 応じ し 、 そ れ ぞ れ 右 欄 に 掲げ る 期限 まで に 、 次 項 各 
号 に 掲げ る 事項 を 知事 に 報告 し な けれ ば な ら な い 。 
知事 許可 漁業 の 種類 期限 
いる か 突 棒 漁業 翌月 の 10 日 まで 
法 第 57 条 第 1 項 の 農林 水産 省令 で 定め る 漁業 及び 第 4 条 第 1 項 各 号 (第 14 号 を 除く 。) に | 漁業 時 期 の 終了 後 30 日 以内 
掲げ る 漁業 
2 前 項 の 規定 に よる 報告 は 、 次 に 掲げ る 事項 に つい て 行う も の と する 。 
1) 許可 を 受け た 者 の 氏名 (法人 に あっ て は 、 そ の 名 称 ) 
(2) 許可 番号 
3) 報告 の 対象 と な る 期間 
4) 漁獲 量 そ の 他 の 漁業 生産 の 実紀 
5) 漁業 の 方 法 、 操 業 日 数 、 操 業 区 域 そ の 他 の 操業 の 状況 
6) 資源 管理 に 関す る 取組 の 実施 状況 その 他 の 資源 管理 の 状況 
7) その 他 必 要 な 事項 
(適格 性 の 喪失 等 に よる 許可 等 の 取消 し 等 ) 
第 22 条 知事 は 、 許 可 又 は 起業 の 認可 を 受け た 者 が 第 9 条 第 1 項 第 2 号 又 は 第 10 条 第 1 項 各 号 の いずれ か に 該当 する こと と な っ た 
と き は 、 海 区 漁業 調整 委員 会 の 意見 を 聴い て 、 当 該 許可 又は 起業 の 認可 を 取り 消さ な けれ ば な ら な い 。 
2 知事 は 、 許 可 又 は 起業 の 認可 を 受け た 者 が 漁業 に 関す る 法令 の 規定 に 違反 し た と き は 、 海 区 漁業 調整 委員 会 の 意見 を 聴い て 、 
当該 許可 又は 起業 の 認可 を 変更 し 、 取 り 消 し 、 又 は その 効力 の 停止 を 命ずる こと が で きる 。 
3 知事 は 、 前 項 の 規定 に よる 処分 を し よう と する と き は 、 行 政 手続 法 第 13 条 第 1 項 の 規定 に よる 意見 陳述 の た め の 手 続 の 区 分 に 
か か わら ず 、 聴 聞 を 行わ な けれ ば な ら な い 。 
4 第 1 項 又は 第 2 項 の 規定 に よる 処分 に 係る 聴聞 の 期日 に お ける 審理 は 、 公 開 に より 行わ か な けれ ば な ら な い 。 
(公益 上 の 必要 に よる 許可 等 の 取消 し 等 ) 
第 23 条 知事 は 、 漁 業 調整 その 他 公 益 上 必要 が ある と 認め る と き は 、 海 区 漁業 調整 委員 会 の 意見 を 聴い て 、 許 可 叉 は 起業 の 認可 を 
変更 し 、 取 り 消 し 、 又 は その 効力 の 停止 を 命ずる こと が で きる 。 
2 前 条 第 3 項 及 び 第 4 項 の 規定 は 、 前 項 の 規定 に よる 処分 に つい て 準用 する 。 
(許可 証 の 交付 ) 
第 24 条 知事 は 、 許 可 を し た と き は 、 そ の 者 に 対し 次 に 掲げ る 事項 を 記載 し た 許可 証 を 交付 する 。 
(1) 許可 を 受け た 者 の 氏名 及び 住所 (法人 に あっ て は 、 そ の 名 称 及び 主たる 事務 所 の 所 在 地 ) 
2) 漁業 種類 
(3) 操業 区 域 及び 漁業 時 期 
4) 使用 する 船舶 の 名 称 、 漁 船 癌 録 番号 、 総 トン 数 並び に 推進 機関 の 種類 及び 馬力 数 
(5) 許可 の 有効 期間 
6) 条件 
7 ) その 他 参 考 と な る べき 事項 
(許可 証 の 備付 け 等 の 義務 ) 
第 25 条 許可 を 受け た 者 は 、 当 該 許可 に 係る 漁業 を 操業 する と き は 、 許 可 証 を 当該 許可 に 係る 船舶 内 に 備え 付け 、 又 は 自ら 携帯 し 
、 若 し く は 操業 責任 者 (船舶 の 船長 、 船 長 の 職務 を 行う 者 又は 操業 を 指揮 する 者 を いう 。 以 下 同じ 。) に 携帯 させ な けれ ば な ら 
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な い 。 
2 前 項 の 規定 に か か わら ず 、 許 可 証 の 書換 え 交 付 の 申請 その 他 の 事由 に より 許可 証 を 行政 庁 に 提出 中 で ある 者 が 、 当 該 許可 に 係 
る 漁業 を 操業 する と き は 、 そ の 住所 地 が 広域 振興 局 の 所 管区 域内 に ある 者 に あっ て は 当該 広域 振興 局 の 長 が 、 そ の 住所 地 が 広域 
振興 局 の 所 管区 域外 に ある 者 に あっ て は 知事 が その 記載 内 容 が 許可 証 の 記載 内 容 と 同一 で あり 、 か つ 、 当 該 許可 証 を 行政 庁 に 提 
出 中 で ある 旨 を 証明 し た 許可 証 の 写し を 、 当 該 許可 に 係る 船舶 内 に 備え 付け 、 又 は 自ら 携帯 し 、 若 し く は 操業 責任 者 に 携帯 させ 
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れ ば 足り る 。 
3 前 項 の 場合 に お いて 、 許 可 証 の 交付 又は 本 付 を 受け た 者 は 、 遅 滞 な く 同 項 に 規定 する 許可 証 の 写し を 知事 に 返納 し な けれ ば な 
ら な い 。 





(許可 証 の 譲渡 等 の 禁止 





正 又 は 前 条 第 2 項 の 規定 に よる 許可 証 の 写し を 他人 に 譲渡 し 、 又 は 貸与 し て は な ら な い 。 
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第 26 条 許可 を 受け た 者 は 、 許 r 























(許可 証 の 書換 え 交 付 の 申請 ) 
第 27 条 許可 を 受け た 者 は 、 許 m L 載 事項 に 変更 が 生じ た と き (船舶 の 総トン数 又は 推進 機関 の 馬力 数 の 変更 に 係る も の に あ 
っ て は 、 そ の 工事 が 終わ っ た と き 又 は 機関 換装 の 終わ っ た と き ) は 、 速 や か に 、 次 に 掲げ る 事項 を 記載 し た 申請 書 を 提出 し て 、 
知事 に 許可 証 の 書換 え 交 付 を 申請 し な けれ ば な ら な い 。 
(1) 申請 者 の 氏名 及び 住所 (法人 に あっ て は 、 そ の 名 称 、 代 表 者 の 氏名 及び 主たる 
(2) 漁業 種類 
(3) 許可 を 受け た 年 月 日 及び 許可 番号 
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E 務 所 の 所 在 地 
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た し 、 又 は 股 損 し た と き は 、 速 や か に 、 理 由 を 付 し て 知事 に 許可 証 の 再 交 付 を 申請 し な け 


コロ | 


第 28 条 許可 を 受け た 者 は 、 許 
れ ば な ら な い 。 
(許可 証 の 書換 え 交 付 及 び 再 交付 ) 

第 29 条 知事 は 、 次 に 掲げ る 場合 に は 、 遅 滞 な く 、 許 可 証 を 書き 換え て 交付 し 、 又 は 再 交付 する 。 

(1) 第 13 条 第 2 項 の 規定 に より 許可 に 条件 を 付け 、 又 は 同 条 第 1 項 若 し く は 第 2 項 の 規定 に より 付け た 条件 を 変更 し 、 若 し く 
は 取り 消し た と き 。 
(2) 第 16 条 第 1 項 の 許可 (船舶 の 総トン数 又は 推進 機関 の 馬力 数 の 変更 に 係る 許可 を 除く 。) を し た と き 。 
(3) 第 17 条 第 2 項 の 規定 に よる 届出 が あっ た と き 。 
(4) 第 22 条 第 2 項 又 は 第 23 条 第 1 項 の 規定 に より 、 許 可 を 変更 し た と き 。 

(5) 第 27 条 の 規定 に よる 書換 え 交 付 又 は 前 条 の 規定 に よる 再 交付 の 申請 が あっ た と き 。 
(許可 証 の 返納 ) 

第 30 条 許可 を 受け た 者 は 、 当 該 許可 が その 効力 を 失い 、 又 は 取り 消さ れ た 場合 に は 、 速 や か に 、 そ の 許可 証 を 知事 に 返納 し な け 
れ ば な ら な い 。 前 条 の 規定 に より 許可 証 の 書換 え 交 付 又 は 再 交付 を 受け た 場合 に お ける 従前 の 許可 証 に つい て も 、 同 様 と する 。 

2 前 項 の 場合 に お いて 、 許 可 証 を 返納 する こと が で き な い と き は 、 理 由 を 付 し て その 冒 を 知事 に 届け 出 な けれ ば な ら な い 。 

3 許可 を 受け た 者 が 死亡 し 、 又 は 合併 以外 の 事由 に より 解散 し 、 若 し く は 合併 に より 消滅 し た と き は 、 そ の 相続 人 、 清 算 人 又は 
合併 後 存続 する 法人 若しくは 合併 に よっ て 成立 し た 法人 の 代表 者 が 前 2 項 の 手続 を し な けれ ば な ら な い 。 

(許可 番号 を 表示 し な い 船 舶 の 使用 禁止 ) 

第 31 条 許可 を 受け た 者 (第 4 条 第 1 項 第 1 号 、 第 2 号 及 び 第 15 号 か ら 第 17 号 まで に 掲げ る 漁業 の 許可 を 受け た 者 を 除く 。 次 項 に 
お いて 同じ 。) は 、 当 該 許可 に 係る 船舶 の 船橋 又は 船舶 の 外部 の 両 般 側 の 中 央 部 に 様式 第 1 与 に よる 許可 番 与 を 表示 し な けれ ば 
、 当 該 船舶 を 当該 漁業 に 使用 し て は な ら な い 。 

2 許可 を 受け た 者 は 、 当 該 許可 が その 効力 を 失い 、 又 は 取り 消さ れ た 場合 に は 、 速 や か に 、 前 項 の 規定 に より し た 表示 を 消さ な 
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けれ ば な ら な い 。 
第 3 章 水産 資源 の 保護 培養 及び 漁業 調整 に 関す る その 他 の 措置 






















































































(内 水面 に お ける 水産 動物 の 採 捕 の 許可 ) 
第 32 条 内 水面 に お いて 次 に 掲げ る 漁具 又は 漁法 に よっ て 水産 動物 を 採 捕 し よう と する 者 は 、 漁 具 又 は 漁法 ご と に 知事 の 許可 を 受 


















































け な け れ ば な ら な い 。 
1) 投 縮 
(2) 小型 定置 網 (た が 網 を 含む 。) 
3) 刺し 網 (複合 式 刺し 網 を 除く 。) 
(4) す 建 縮 
5) 地 び き 納 
(6) や な 
7) が ら 掛 け (が ら 掛 け に 擬 餌 を 付け て 用 いる 場合 を 含む 。 以 下 同 じ 。) を 用 いる 漁法 (あゆ 以外 の 魚 種 を と る こと を 目的 と 
する 場合 に 限る 。) 
8) ば っ くり (別名 ひっ か け ) を 用 いる 漁法 (あゆ 以外 の 急 種 を と る こと を 目的 と する 場合 に 限る 。 
前 項 の 規定 は 、 次 に 掲げ る 場合 に は 適用 し な い 。 
1) 漁業 権 又 は 組合 員 行 使 権 を 有する 者 が これ ら の 権利 に 基づい て 採 捕 する 場合 

(2) 法 第 170 条 第 1 項 の 遊漁 規則 (以下 「 遊 漁 規則 」 と いう 。) に 基づい て 採 捕 する 場合 

3 第 1 項 の 許可 (以下 この 条 に お いて 「 採 捕 の 許可 」 と いう 。) を 受け よう と する 者 は 、 漁 具 又 は 漁法 ご と に 、 次 に 掲げ る 事項 
を 記載 し た 申請 書 を 知事 に 提出 し な けれ ば な ら な い 。 
1) 申請 者 の 氏名 及び 住所 (法人 に あっ て は 、 そ の 名 称 、 代 表 者 の 氏名 及び 主たる 事務 所 の 所 在 地 ) 

(2) 採 捕 の 種類 

3) 採 捕 する 区 域 、 期 間 及 び 水 産 動物 の 種類 

(4) 漁具 の 数 及び 規模 

5) 採 捕 に 従事 する 者 の 氏名 及び 住所 

6) その 他 参 考 と な る べき 事項 

4 次 の 各 号 の いずれ か に 該当 する 場合 は 、 知 事 は 、 採 捕 の 許可 を し て は な ら な い 。 

(1) 申請 者 が 第 10 条 第 1 項 第 1 号 か ら 第 4 号 ま で の いずれ か に 該当 する 者 で ある 場合 

(2) 漁業 調整 の た め 必 要 が ある と 認め る 場合 

5 採 捕 の 許可 の 有効 期間 は 、3 年 と する 。 た だ し 、 漁 業 調整 の た め 必要 が ある と 認め られ る と き は 、 知 事 は 、3 年 を 超え な い 範 
刑 内 で 、 内 水面 漁場 管理 委員 会 の 意見 を 聴い で て 、 そ の 期間 を 別に 定め る こと が で きる 。 

6 採 捕 の 許可 を 受け た 者 が 死亡 し 、 解 散 し 、 又 は 分 割 (当該 許可 に 係る 事業 の 全部 を 承継 させ る も の に 限る 。) を し た と き は 、 
当該 許可 は 、 そ の 効力 を 失う 。 
7 知事 は 、 採 博 の 許可 を 受け た 者 が その 許可 を 受け た 日 か ら 6 月 間 又 は 引き 続き 1 年 間 そ の 許可 に 係る 漁具 又は 漁法 に より 水産 
動物 を 採 捕 し な いと き は 、 内 水面 漁場 管理 委員 会 の 意見 を 聴い て 、 そ の 許可 を 取り 消す こと が で きる 。 
8 採 捕 の 許可 を 受け た 者 の 責め に 帰す べき 事由 に よる 場合 を 除き 、 第 13 項 に お いて 準用 する 第 23 条 第 1 項 の 規定 に より 許可 の 効 
力 を 停止 され た 期間 及び 法 第 120 条 第 1 項 の 規定 に よる 指示 若しくは 同 条 第 11 項 の 規定 に よる 命令 に より 第 1 項 各 号 に 掲げ る 漁 
具 又 は 漁法 に よる 水産 動物 の 採 捕 を 禁止 され た 期間 は 、 前 項 の 期間 に 算入 し な い 。 
9 知事 は 、 採 捕 の 許可 を し た と き は 、 そ の 者 に 対し 次 に 掲げ る 事項 を 記載 し た 許可 証 を 交付 する 。 
(1) 採 捕 の 許可 を 受け た 者 の 氏名 及び 住所 (法人 に あっ て は 、 そ の 名 称 及 び 主 た る 事務 所 の 所 在 地 ) 
(2) 採 捕 に 従事 する 者 の 氏名 及び 住所 

(3) 許可 の 有効 期間 
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(4) 条件 
(5) その 他 参 考 と な る べき 事項 

10 採 捕 の 許可 を 受け た 者 は 、 当 該 許可 に 係る 漁具 又は 漁法 に より 水産 動物 を 採 捕 する と き は 、 前 項 の 許可 証 を 自ら 携帯 し 、 又 は 
採 捕 に 従事 する 者 に 携帯 させ な けれ ば な ら な い 。 

11 前 項 の 規定 に か か わら ず 、 許 可 証 の 書換 え 交付 の 申請 その 他 の 事由 に より 許可 証 を 行政 庁 に 提出 中 で ある 者 が 、 当 該 許可 に 係 
る 漁具 又は 漁法 に より 水産 動物 を 採 捕 む る と き は 、 そ の 住所 地 が 広域 振興 局 の 所 管区 域内 に ある 者 に あっ て は 当該 広域 振興 局 の 
長 が 、 そ の 住所 地 が 広域 振興 局 の 所 管区 域外 に ある 者 に あっ て は 知事 が その 記載 内 容 が 許可 証 の 記載 内 容 と 同一 で あり 、 か つ 、 
当該 許可 証 を 行政 庁 に 提出 中 で ある 旨 を 証明 し た 許可 証 の 写し を 自ら 携帯 し 、 又 は 採 捕 に 従事 する 者 に 携帯 させ れ ば 足り る 。 

12 前 項 の 場合 に お いて 、 許 可 証 の 交付 又は 選 付 を 受け た 者 は 、 遅 滞 な く 同 項 に 規定 する 許可 証 の 写し を 知事 に 返納 し な けれ ば な 
ら な い 。 

13 第 8 条 第 2 項 、 第 9 条 第 2 項 及 び 第 3 項 、 第 13 条 、 第 20 条 第 3 項 、 第 22 条 、 第 23 条 並び に 第 26 条 か ら 第 30 条 まで の 規定 は 、 採 
捕 の 許可 に つい て 準用 する 。 

(か じき 等 流し 網 漁業 に よる 採 捕 禁 止 等 ) 

第 33 条 か じき 等 流し 網 漁業 に よる さけ 、 ま す 、 う み が め 類 、 く ろ と が り ざ め 又 は よごれ の 採 捕 は 、 禁 止 する 。 

2 か じき 等 流し 網 漁 業 の 許可 を 受け た 者 は 、 採 捕 し た さめ を 所 持 し た と き は 、 次 に 掲げ る 行為 を し な けれ ば な ら な い 。 
(1) 当該 さめ の 全て の 部 分 ( 頭 部 、 内 蔵 及 び 皮 を 除く 。) を 陸揚げ まで の 間 、 船 上 に お いて 所 持 す る こと 。 

(2) 当該 さめ を 陸揚げ する と き に 、 前 号 の 規定 に より 所 持 し た も の を 陸揚げ する こと 。 
(小型 機 船 底 び き 網 漁業 等 の 禁止 期間 ) 

第 34 条 海面 に お いて 、 次 の 表 の 左 憶 に 掲げ る 漁業 を 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 右 欄 に 掲げ る 期間 中 、 営 ん で は な ら な い 。 

漁業 の 名 称 禁止 期間 
小型 機 船 底 び き 網 漁業 の うち 手繰 第 一 種 漁業 6 月 1 日 か ら 9 月 30 日 まで 
小型 機 船 底 び き 網 漁業 の うち 手繰 第 一 種 漁業 及び 手繰 第 三種 漁業 以外 の 漁業 周年 
魚 灯 を 利用 する まき 網 漁業 
放 産後 の 魚 卵 採取 の 禁止 ) 

第 35 条 何人 も 、 内 水面 に お いて 、 放 産後 の 魚 卵 を 採取 し て は な ら な い 。 た だ し 、 漁 業 権 の 内 容 と な っ て いる 急 種 の 卵 を 当該 漁業 
権 者 が 、 そ の 漁場 内 に お いて 移植 する た め 、 又 は 人 工 ふ 化 放流 を 行う た め に 採取 する 場合 は 、 こ の 限り で な い 。 

2 前 項 の 規定 に 違反 し て 採取 し た 魚 卵 又 は その 製品 は 、 所 持 し 、 又 は 販売 し て は な ら な い 。 

漁具 漁法 の 制限 及び 禁止 ) 
第 36 条 何人 も 、 海 面 に お いて 次 に 掲げ る 漁具 又は 漁法 に より 水産 動物 を 採 捕 し て は な ら な い 。 た だ し 、 第 2 号 に 掲げ る 漁具 に つ 
いて は 、 第 二 種 共同 漁業 を 内 容 と する 漁業 権 に 係る 組合 員 行 使 権 に 基づい て 採 捕 する 場合 は 、 こ の 限り で な い 。 
1) あわ び や す (別名 や す ち が ね ) 
2) 複合 式 底 刺し 縮 
3) 無 動力 漁船 を 使用 する 底 び き 網 ( 具 け た 網 及 びな まこ けた 網 を 使用 する 底 びき 網 を 除く 。) 又は も じ 網 を 使用 する 底 びき 
4) 水中 に 電流 を 通じ て する 漁法 
(5) 銃 又は 砲 を 使用 し て いる か を 捕獲 する 漁法 
2 何人 も 、 内 水面 に お いて 次 に 掲げ る 漁具 又は 漁法 に より 水産 動物 を 採 捕 し て は な ら な い 。 
(1) か ぎ 又 は や す (ます を と る こと を 目的 と する 場合 に 限る 。) 
(2) 複合 式 刺し 網 
(3) まき 網 
(4) 袋 網 (も も ひき 網 、 地 ご く 網 、 か ます 網 そ の 他 の 袋 形状 の 網 を いう 。) 



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































5) 水中 に 電流 を 通じ し て する 漁法 

6) 火 光 を 利用 する 漁法 

7) 発射 装置 を 使用 する 漁法 

8) 鵜 な わ ひ き (別名 ぼり びき 。 河 川 に お いて 板 片 、 鳥羽 、 樹 木 の 枝葉 又は 動物 の 骨 を 縄 に 連ね た も の を も っ て 魚類 を 追い 
し て する 漁法 を いう 。) 

9) す が わ り 漁法 ( 餌 釣 り 及 び 擬 餌 釣り を 除く 。) 

10) 瀬 干し 漁法 

第 37 条 次 の 表 の 左 欄 に 掲げ る 区 域 に お いて 、 同 表 の 中 欄 に 掲げ る 漁具 又は 漁法 に より 水産 動物 を 採 捕 する 場合 は 、 そ れ ぞ れ 同 表 
の 右 欄 に 掲げ る 範囲 で な けれ ば な ら な い 。 

区 城 漁具 又は 漁法 範囲 
海面 さけ 、 ま す を と る こと を 目的 と する 地 び き 網 網目 9 セン チ メ ー ト ル 以 上 
内 水面 投網 及び 刺し 網 網目 0 ミリ メー トル 以上 
(禁止 区 域 等 ) 

第 38 条 何人 も 、 次 の 各 号 の 表 の 左 欄 に 掲げ る 河川 の うち それ ぞ れ 同 表 の 右 欄 に 掲げ る 区 域内 に お いて は 、 水 産 動物 を 採 博 し て は 
な ら な い 。 た だ し 、 第 2 与 の 表 の 左 欄 に 掲げ る 河川 の 同 表 の 右 欄 に 掲げ る 区 域内 に お ける 9 月 10 日 か ら 10 月 10 日 まで の 間 の あゆ 
の が ら 掛 け 又 は 友釣り に よる 採 捕 及 び 第 3 与 の 表 の 左 欄 に 掲げ る 河川 の 同 表 の 右 欄 に 掲げ る 区 域内 に お ける 餌 釣り 、 擬 餌 釣り 、 
友釣り 又は 9 月 10 日 か ら 10 月 10 日 まで の 間 の あゆ の が ら 掛 け に よる 採 捕 に つい て は 、 こ の 限り で な い 。 

(1) 
河川 名 禁止 区 域 
筆 石 川 | 盛岡 市 上 太田 及び 滝沢 市 大 釜 地内 の 鹿 妻 穴 口頭 首 工 水門 の 上 流 100 メ ー ト ル の 地点 か ら 同 水門 の 下流 50 メ ー ト 
ル の 地点 まで の 間 の 水面 
三田 市 川 j 川 と 小 本 川 と の 合流 点 か ら 下 閉 伊 郡 岩泉 町 選 茂 地内 の 市 砂防 えん 堤下 流 端 ま で の 間 の 水面 
(2) 
河川 名 禁止 区 域 
藤川 | 岩手 郡 岩 手 町 大 字 川 口 字 滝 地内 の 滝の上 流 50 メ ー ト ル の 地点 か ら 同 滝 の 下 流 50 メ ー ト ル の 地点 まで の 間 の 水面 
猿 ケ 石 川 | 北上 市 更 木町 地内 の 肛 邊 発電 所 用 水路 えん 堤 上 流 端 の 上 流 100 メ ー ト ル の 地点 か ら 同 えん 堤下 流 端 の 下流 100 メ 
ー ト ル の 地点 まで の 間 の 水面 
花巻 市 東和 町 東 晴山 地内 の か ぶら 用 水 え ん 堤 上 流 端 の 上 流 100 メ ー ト ル の 地点 か ら 同 えん 堤下 流 端 の 下流 100 メ 
ー ト ル の 地点 まで の 間 の 水面 
砂鉄 川 関 市 大 東町 摺 沢地 内 の 小沼 発電 用 水 取 入 口 え ん 堤 上 流 端 の 上 流 100 メ ー ト ル の 地点 か ら 同 えん 堤下 流 端 の 下 
流 100 メ ー ト ル の 地点 まで の 間 の 水面 
砂鉄 川 と 北上 川 と の 合流 点 か ら 一 関 市 川崎 町 地内 の 砂鉄 橋上 流 端 まで の 間 の 水面 
閉 伊川 古市 川井 地内 の 川井 発電 用 水 取 入 口 えん 坦 上 流 端 の 上 流 100 メ ー ト ル の 地点 か ら 同 えん 堤下 流 端 の 下流 100 メ 
ー ト ル の 地点 まで の 間 の 水面 
馬淵 川 戸 市 金 地内 の 下山 井 発電 用 水 取 入 口 え ん 堤 上 流 端 の 上 流 100 メ ー ト ル の 地点 か ら 同 えん 堤下 流 端 の 下流 
200 メ ー ト ル の 地点 まで の 間 の 水面 
二戸 郡 一 戸町 大 字 一 戸 地内 の 越 田 発電 用 水 取 入 口 え ん 堤 上 流 端 の 上 流 100 メ ー ト ル の 地点 か ら 同 えん 坦 下 流 端 
の 下流 200 メ ー ト ル の 地点 まで の 間 の 水面 
安比 川 | 二戸 市 浄法寺 町 駒 ケ 付 地内 の 滝見 橋上 流 端 の 上 流 200 メ ー ト ル の 地点 か ら 同 橋下 流 端 の 下流 100 メ ー ト ル の 地点 
まで の 間 の 水面 
































河川 名 禁止 区 域 
北上 川 盛岡 市 地内 の 開運 橋上 流 端 か ら 同 市 地内 の 明治 橋下 流 端 ま で の 間 の 水面 














し 上 川 と 種 員 川 と の 合流 点 の 上 流 300 メ ー ト ル の 地点 か ら 同 合流 点 の 下流 500 メ ー ト ル の 地点 まで の 間 の 水面 








と 豊 沢川 と の 合流 点 の 上 流 300 メ ー ト ル の 地点 か ら 同 合流 点 の 下流 500 メ ー ト ル の 地点 まで の 間 の 水面 
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ヒ 上 川 と 猿 ケ 石川 と の 合流 点 の 上 流 300 メ ー ト ル の 地点 か ら 同 合流 点 の 下流 500 メ ー ト ル の 地点 まで の 間 の 水面 























ヒ 上 川 と 砂鉄 川 と の 合流 点 の 上 流 300 メ ー ト ル の 地点 か ら 同 合流 点 の 下流 500 メ ー ト ル の 地点 まで の 間 の 水面 


中 津川 中 津川 と 北上 川 と の 合流 点 か ら 盛 岡市 地内 の 下 の 橋 上 流 端 まで の 間 の 水面 





















































































































































































































































































































































































































































































































































塞 石 川 幸 と 北上 川 と の 合流 点 か ら 同 合流 点 の 上 流 東北 本 線 の 鉄橋 上 流 端 ま で の 間 の 水面 
第 39 条 何人 も 、 次 の 表 の 左 欄 に 掲げ る 水産 動物 を 、 同 表 の 中 欄 に 掲げ る 期間 中 、 同 表 の 右 欄 に 掲げ る 区 域 に お いて 採 捕 し て は な 
ら な い 。 
水産 動物 禁止 期間 禁止 区 域 

1 あわ び ( 殻 長 9 セ ンチ メー トル 以下 の も の に 限る 。) 周年 海面 
2 あわ び ( 殻 長 9 セ ンチ メー トル を 超え る も の に 限る 。) 3 月 1 日 か ら 10 月 31 日 まで 海面 
3 ほっ き が い ( 殻 長 7 セ ンチ メー トル 以下 の も の に 限る 。) 周年 海面 
4 え ぞ ば ふん うに ( 殻 竹 4 セ ンチ メー トル 以下 の も の に 限る 。) 滞 年 海面 
5 きた むら さき うに ( 殻 径 5 セン チ メ ー ト ル 以 下 の も の に 限る 。) 周年 海面 
6 な まこ 4 月 1 日 か ら 7 月 31 日 まで 海面 
7 あゆ 1 月 1 日 か ら 6 月 30 日 まで 水面 
8 いわ な (全長 13 セ ンチ メー トル 以下 の も の に 限る 。) 周年 水面 
9 いわ な (全長 13 セ ンチ メー トル を 超え る も の に 限る 。) 10 月 1 日 か ら 翌 年 2 月 末日 まで | 内 水面 
10 うな ぎ (全長 30 セ ンチ メー トル 以下 の も の に 限る 。) 周年 海面 及び 内 水面 
11 こい (全長 10 セ ンチ メー トル 以下 の も の に 限る 。) 周年 水面 
12 さく ら ま す 7 月 1 日 か ら 翌 年 2 月 末日 まで | 内 水面 
13 さけ (全長 20 セ ンチ メー トル 以下 の も の に 限る 。) 周年 海面 及び 内 水面 
14 さけ (全長 20 セ ンチ メー トル を 超え る も の に 限る 。) 周年 水面 
15 ます (全長 20 セ ンチ メー トル 以下 の も の に 限る 。) 周年 海面 
16 や まめ (ひか り を 含む 。 (全長 13 セ ンチ メー トル 以下 の も の に 限 | 周年 水面 

る 。 ) 
17 や まめ (ひか り を 含む 。 (全長 13 セ ンチ メー トル を 超え る も の に |10 月 1 日 か ら 翌 年 2 月 末日 まで | 内 水面 

限る 。) 

2 前 項 の 表 の 1 の 項 及び 2 の 項 の 規定 は 、 第 4 条 第 1 項 第 1 与 に 掲げ る あわ び 漁 業 の 許可 を 受け た 者 が 当該 許可 に 基づい て 7 月 













































































1 日 か ら 10 月 31 日 まで の 間 に 採 捕 する 場合 は 、 適 用 し な い 。 
3 第 1 項 の 表 の 6 の 項 の 規定 は 、 第 4 条 第 1 項 第 2 号 に 掲げ る な まこ 漁業 の 許可 を 受け た 者 が 当該 許可 に 基づい て 6 月 1 日 か ら 
7 月 31 日 まで の 間 に 採 捕 す る 場合 は 、 適 用 し な い 。 
宣 共 同 漁業 を 内 容 と する 漁業 権 に 係る 組合 員 行 使 権 に 基づい て 移植 を 行う た め に 採 捕 する 場合 は 、 第 1 項 の 表 の 4 の 項 及 
び 5 の 項 の 規定 は 適用 し な い 。 
5 第 1 項 の 規定 に 違反 し て 採 捕 し た 水産 動物 又は その 製品 は 、 所 持 し 、 又 は 販売 し て は な ら な い 。 
(動力 漁船 を 使用 する まき 網 漁業 等 の 禁止 区 域 ) 
第 40 条 海面 に お いて さけ ・ ま す 流 し 網 漁業 、 さ け ・ ま す 刺 し 網 漁業 、 動 力 漁船 を 使用 する 中 型 ま き 網 漁業 及び 動力 漁船 を 使用 す 
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る 小型 まき 網 漁業 は 、 次 の 表 の 左 欄 に 掲げ る 湾内 に お いて 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 右 欄 に 掲げ る 線 と 最大 高潮 時 海岸 線 (以下 「 海 岸 線 
」 と いう 。) と に よっ て 囲ま れ た 区 域内 に お いて は 、 操 業 し て は な ら な い 。 
湾 の 名 称 線 
広田 湾 陸前 高田 市 気仙 町 ま が き 島 頂 点 と 同市 広田 杯 森 頂 点 を 結ん だ 線 と その 延長 線 
大 野 湾 船渡 市 末 崎 町 大 岩 南端 と 陸前 高田 市 広田 町 鵜 ノ 巣 崎 南 端 を 結ん だ 線 
大 船渡 湾 船渡 市 赤崎 町 大 平磯 南端 と コ オ リ 崎 灯台 中 心 点 及び 同市 未 崎 町 赤 磯 島 頂 点 を 結ん だ 線 と その 延長 線 
港湾 船渡 市 三陸 町 綾里 小路 崎 南 端 と い が い 崎 南 端 を 結ん だ 線 
綾里 湾 船渡 市 三陸 町 綾里 所 崎 東端 と 松島 東端 を 結ん だ 線 
越 喜 来 湾 船渡 市 三陸 町 綾里 嫁 ケ 崎 北端 と 同町 越 豆 来 大 松島 東端 を 結ん だ 線 
吉浜 湾 船渡 市 三陸 町 吉浜 弁天 崎 頂点 と 大 それ 崎 東端 を 結ん だ 線 
書 丹 湾 釜石 市 唐 丹 町 松 磯 島 沖 側 突 端 と 赤 磯 島 頂 点 を 結ん だ 線 と その 延長 線 
和 釜 石 湾 釜石 市 鎧 島 西 端 と 同市 驚 巣 崎 東端 を 結ん だ 線 と その 延長 線 
大 午 海 釜石 市 箱崎 町 白浜 地 先 黒磯 西端 と 上 閉 伊 郡 大 棚町 七 戻 崎 南 端 を 結ん だ 線 
船越 湾 閉 伊 郡山 大 鳥 南 端 と 上 閉 伊 郡 大 構 町 野島 頂点 を 結ん だ 線 と その 延長 線 並 びに 下閉伊 郡山 田町 高 堂島 沖 側 
突端 と 同町 大 島 南 端 及 び 同 町 立 子 鼻 突端 を 結ん だ 線 
田 湾 下閉伊 郡山 田町 船越 仮 宿 鼻 北端 と 宮古 市 重 茂 館 ケ 崎 南 端 を 結ん だ 線 
宮古 湾 紀 古 市 重 茂 閉 伊崎 北端 と 同市 鈴 ケ 崎 館 ケ 崎 東端 を 結ん だ 線 
(さば を 目的 と する 動力 漁船 を 使用 する まき 網 漁業 の 禁止 区 域 
第 41 条 海面 に お いて 動力 漁船 を 使用 し て さば を と る こと を 目的 と する 中 型 ま き 網 漁業 及び 小型 まき 網 漁業 は 、 次 に 掲げ る 各 点 を 
順次 に 直線 で 結ぶ 線 と 海岸 線 と に よっ て 囲ま れ た 区 域内 に お いて は 、 操 業 し て は な ら な い 。 
1) 岩手 県 と 宮城 県 と の 海岸 線上 に お ける 境界 点 
2) 宮城 県 気仙 沼 市 唐 柔 町 唐 柔 崎 (御崎 ) 突端 正 東 2 海里 の 点 
3) 大 船渡 市 未 崎 町 碁石 崎 突端 正 東 2 海里 の 点 
4) 大 船渡 市 三陸 町 綾里 綾里 崎 突端 正 東 2 海 里 の 点 
5 ) 船渡 市 三陸 町 越 喜 来 首 崎 突端 正 東 2 海里 の 点 
6) 釜石 市 尾崎 突端 正 東 1 海里 の 点 
7) 釜石 市 箱崎 町 御 箱 崎 突 端正 東 1 海里 の 点 
8) 宮古 市 重 茂 角 ケ 崎 突端 正 東 1 海里 の 点 
9) 宮古 市 田老 真崎 突端 正 東 1 海里 の 点 
10) 下閉伊 郡 普 代 村 黒 崎 突 端正 東 1 海里 の 点 
11) 久慈 市 宇部 町 三崎 突端 正 東 1 海里 の 点 
12) 九戸 郡 洋 野 町 八木 鼻 突 端 
(小型 機 船 底 び き 綱 漁業 の 禁止 区 域 ) 
第 42 条 海面 に お いて 小型 機 船 底 び き 網 漁業 は 、 次 に 掲げ る 各 点 を 順次 に 直線 で 結ぶ 線 と 海岸 線 と に よっ て 囲ま れ た 区 域内 に お い 
て は 、 操 業 し て は な ら な い 。 た だ し 、 手 繰 第 三種 漁業 に つい て は 、 こ の 限り で な い 。 
1) 宮城 県 気仙 沼 市 虐 柔 町 唐 柔 崎 (御崎 ) 突端 
2) 宮城 県 気仙 沼 市 唐桑 町 唐 柔 崎 (御崎 ) 突端 正 東 3 海里 の 点 
3 ) 船渡 市 未 崎 町 碁石 崎 突端 正 東 5 海里 の 点 
4) 大 船渡 市 三陸 町 越 喜 来 首 崎 突端 正 東 5 海 里 の 点 
5) 釜石 市 唐 財 町 死 骨 崎 突 端正 束 5 海里 の 点 

























































































6) 釜石 市 尾崎 突端 正 東 5 海 里 の 点 












































7) 釜石 市 箱崎 町 御 逢 崎 突 端正 東 5 海 里 の 点 


8) 下閉伊 郡山 田町 船越 亀 ケ 崎 突端 正 東 5 海里 の 点 



















































































解 ク ケ 崎 突端 正 東 3 海 里 の 点 







































































茂 
10) 宮古 市 田老 明神 鼻 突 端正 東 3 海里 の 点 
11) 下閉伊 郡 普 代 村 黒 崎 突端 正 東 3 海 里 の 点 


12) 久慈 市 侍 浜 町 弁天 鼻 突端 正 東 3 海里 の 点 




























































































13) 信 慈 市 侍 浜 町 高 家 崎 突端 正 東 3 海 里 の 点 
























































14) 九戸 郡 洋 野 町 八木 鼻 突 端正 東 3 海里 の 点 
周 手 県 と 青森 県 と の 境界 に ある 境 石 より 新 太 鼓 石 を 見 通し た 線上 5 海里 の 点 

16) 岩手 県 と 青森 県 と の 境界 に ある 境 
(河口 付近 に お ける さけ の 採 捕 の 制限 
第 43 条 何人 も 、 次 の 表 の 左 欄 に 掲げ る 河川 の 河口 付近 で あっ て 同 表 の 右 欄 に 掲げ る 線 と 海岸 線 と に よっ て 囲ま れ た 海面 に お いて 


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































は 、9 月 1 日 か ら 翌 年 2 月 末日 まで の 期間 は 、 さ け を 採 捕 し て は な ら な い 。 
河川 名 線 

気仙 川 陸前 高田 市 米 崎 町 米 ケ 崎 南 端 と 同 端 と 宮城 県 気仙 沼 市 唐桑 町 真崎 東端 を 結ん だ 線 及 び 陸 前 高田 市 小 友 町 油 崎 北端 
と 同市 気仙 町 野島 頂点 を 結ん だ 線 と の 交点 と 野島 頂点 を 順次 に 結ん だ 線 と その 延長 線 

盛 船渡 船渡 町 字 永沢 と 字 息 崎 と の 境界 と 同市 赤崎 町 弁天 崎 北端 を 結ん だ 線 

綾里 船渡 市 三陸 町 綾里 長 磯 島 東 端 と 赤 磯 島 東端 を 結ん だ 線 と その 延長 線 

浦 浜 船渡 市 三陸 町 越 喜 来館 人 ケ 崎 東端 と 浪 板 ガマ ガ 崎 西端 を 結ん だ 線 

吉浜 船渡 市 三陸 町 吉浜 松倉 崎 東 端 と 田川 河口 左岸 を 結ん だ 線 

所 岩 釜石 市 唐 丹 町 弁天 島 東 端 と 沖 洞 城 鼻 突 端 を 結ん だ 線 と その 延長 線 

熊野 
釜石 市 大 字 釜 石 小 縄 崎 東端 と 同市 大 字 平 田 黒 崎 東 端 を 結ん だ 線 

鵜 住居 川 | 釜石 市 片 岸 町 鳩 崎 記 念 碑 と 同市 鵜 住居 町 早 障子 崎 突 端 を 結ん だ 線 及 び 同 市 箱崎 町 平磯 崎 突端 と まし 島 頂 点 を 結ん 
だ 線 と その 延長 線 

大 棚 { 上 閑 伊 郡 大 棚町 基 来 島 南 端 と 釜石 市 片 岸 町 雀 島 東端 と か も 鼻 突 端 を 順次 に 結ん だ 線 

小 鉛 

織 笠 ド 閉 伊 郡山 田町 船越 第 9 地 割 宮古 水産 高等 学校 栽培 漁業 実習 場 艇 庫 の 西端 と 同町 飯岡 大 島 東端 と 神 倉 川 河口 右岸 

関 を 順次 に 結ん だ 線 

沢 

重 茂 宮古 市 重 茂 どう し ころ ば し 南側 突端 と 松子 島 頂 点 と 館 ケ 崎 北 端 を 順次 に 結ん だ 線 

津軽 石川 | 宮古 市 白浜 と 同市 赤 前 と の 境界 に ある 三ツ石 (通称 人 造 岩 ) と 同市 磯 鶏 千 鼻 突 端 を 結ん だ 線 

閉 f 宮古 港 出崎 防波堤 南端 と 同 港 藤原 防波堤 東端 と 同 港 藤原 地区 県 営 3 号 上 屋 北端 を 順次 に 結ん だ 線 

田老 旨 古 市 田老 浪 板 崎 東端 と 小 長 島 東端 を 結ん だ 線 と その 延長 線 

伺 待 融 古市 田老 か る まん 崎 東 端 と 同 端 か ら 正 東 1.200 メ ー ト ル の 点 と ふ ぎ よう 上 鼻 東 端 か ら 正 東 500 メ ー ト ル の 点 と ふ ぎ 
よう 鼻 東 端 を 順次 に 結ん だ 線 

小 本 小 本 川 河口 龍 甲 岩 頂 点 を 中 心 と する 半径 1, 000 メ ー ト ル の 線 

松前 閉 伊 郡 田野 畑村 島 越 漁港 灯台 中 心 と 同村 和 野 は い べ 南 鼻 東端 を 結ん だ 線 

明戸 閉 伊 郡田 野 畑 村 維 賀 ひ ら な め 海 岸 お も し ろ 崎 東端 と 同村 明戸 黒磯 島 西端 を 結ん だ 線 と その 延長 線 











































































































































































































































































































































































































普代 ド 閉 伊 郡 普代 村 か わ つ らい 浜北 端 と 南 ま さい か 東端 と 長 磯 東端 と 小浜 海岸 東端 を 順次 に 結ん だ 線 
安 家 L 戸 郡 野田 村 大 字 玉 川浦 場 鼻 突 端 と ヨシ タレ 崎 突 端 を 結ん だ 線 
宇部 し 戸 郡 野田 村野 田 漁港 灯台 中 心 と 同村 大 字 野 田 第 18 地 割 野田 地区 海岸 防潮 堤 2 号 陸 義 南端 を 結ん だ 線 
久慈 久慈 川 河口 右岸 を 中 心 と する 半径 800 メ ー ト ル の 線 
高 家 高 家 川 河口 右岸 を 中 心 と する 半径 300 メ ー ト ル の 線 
家 L 戸 郡 洋 野 町 有 家 くず 石 南端 を 中 心 と する 半径 400 メ ー ト ル の 線 
川尻 し 戸 郡 洋 野 町 種 市 第 38 地 割 川尻 漁港 (平内 ) 沖 防波堤 南側 突端 と 同町 種 市 第 27 地 割 川尻 漁港 川尻) 南側 防波堤 
東端 を 結ん だ 弟 
(さけ の 採 捕 禁 止 区 域内 に お ける 漁業 の 禁止 ) 

































































第 44 条 前 条 に 規定 する 河口 付近 の さけ の 採 捕 禁 止 区 域内 に お いて 、 同 条 に 規定 する 期間 は 、 次 に 掲げ る 漁業 以外 の 漁業 の 操業 を 
し て は な ら な い 。 
1) 第 一 種 共同 漁業 
2) いわ し 小型 定置 漁業 ( 磯 建 
3) は え 縄 漁業 
4) 一 本 釣り 漁業 
5) せん 漁業 
(夜間 の 操業 及び 採 捕 の 禁止 ) 
第 45 条 海面 に お いて 次 に 掲げ る 漁業 は 、 日 流 か ら 日 の 出 ま で の 間 は 、 操 業 し て は な ら な い 。 
(1) 小型 機 船 底 び き 網 漁業 
(2) 第 一 種 共同 漁業 を 内 容 と する 漁業 権 に 係る 組合 員 行 使 権 に 基づく あわ び 漁 業 (潜水 器 及び 簡易 潜水 器 を 使用 する も の に 限 




































































漁業 及び た が 網 漁業 を 除く 。) 






































































































































































































































漁業 を 内 容 と する 漁業 権 に 係る 組合 員 行 使 権 に 基づく な まこ 漁業 G 潜 水 器 及び 簡易 潜水 器 を 使用 する も の に 人 限 


ンス へ 
CO 
ュ ン 
紀 
Tn 
HE 
4 

a 
Sz 

「 























る 。) 

2 何人 も 、 内 水面 に お いて 網 漁 具 に より 日 流 か ら 日 の 出 ま で の 間 、 水 産 動 物 を 採 博 し て は な ら な い 。 た だ し 、 第 五 種 共同 漁業 を 

内 容 と する 漁業 権 に 係る 組合 員 行 使 権 に 基づい て 採 捕 する 場合 、 遊 漁 規則 に 基づい て 採 捕 する 場合 及び 第 32 条 第 1 項 の 許可 を 受 
けた 者 が 同 項 第 2 号 か ら 第 5 号 ま で の 漁具 に よっ て 採 捕 する 場合 は 、 こ の 限り で な い 。 

(清河 魚類 の 通路 を 遮断 し て 行う 水産 動物 の 採 捕 の 制限 ) 
第 46 条 内 水面 に お いて 湖 河 急 類 の 通路 を 遮断 する 漁具 又は 漁法 に よっ て 水産 動物 の 採 捕 を 行う 場合 に は 、 河 川 流 幅 の 5 分 の 1 以 
上 を 魚道 と し て 開通 し な けれ ば な ら な い 。 た だ し 、 あ ゆ や な に つい て は 、 こ の 限り で な い 。 
2 前 項 の 場合 に お いて 、2 張 以上 の 網 漁具 を 使用 し て 採 博 を 行う と き 又 は 他 に 網 漁具 を 使用 し た 採 捕 が 行わ れ て いる と き は 、 網 
の 位置 は 、 そ れ ぞ れ 100 メ ー ト ル 以 上 の 間隔 を 置か な けれ ば な ら な い 。 

(遊漁 者 等 の 漁具 漁法 の 制限 
第 47 条 何人 も 、 海 面 に お いて 次 に 掲げ る 漁具 又は 漁法 以外 の 漁具 又は 漁法 に より 水産 動植物 を 採 捕 し て は な ら な い 。 
1) 竿 釣 及 び 手 釣 





































































































































































































































































































































































































































































































} 
























































































































































2) た も 網 及び 叉 手綱 
3) 投網 ( 船 を 使用 し な いも の に 限る 。) 

4) くま で ( 柄 の 長 さ 50 セ ンチ メー トル 以内 の も の に 限る 。) 
5) 徒手 採 捕 
前 項 の 規定 は 、 次 に 掲げ る 場合 に は 、 適 用 し な い 。 
1) 漁業 者 が 漁業 を 営む 場合 


2) 漁業 従事 者 が 漁業 者 の た め に 水産 動植物 の 採 捕 に 従事 する 場合 
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IN) 

































































(3) 試験 研究 の た め に 水産 動植物 を 採 捕 する 場合 
(有害 物質 の 遺棄 漏 せ つの 禁止 ) 
第 48 条 水産 動植物 に 有害 な 物 を 遺 乗 し 、 又 は 漏 せ つ し て は な ら な い 。 

2 知事 は 、 前 項 の 規定 に 違反 する 者 が ある 場合 に お いて 、 水 産 資源 の 保護 培養 上 害 が ある と 認め る と き は 、 そ の 者 に 対し て 除 害 
に 必要 な 設備 の 設置 を 命じ 、 又 は 既に 設け た 除 害 設備 の 変更 を 命ずる こと が で きる 。 

3 前 項 の 規定 は 、 水 質 汚濁 防止 法 (昭和 45 年 法律 第 138 号 ) の 適用 を 受け る 者 に つい て は 、 適 用 し な い 。 

(漁場 内 の 岩礁 破砕 等 の 許可 ) 

第 49 条 海面 の うち 漁業 権 の 存する 漁場 内 に お いて 岩礁 を 破砕 し 、 又 は 土砂 若しくは 岩石 を 採取 し よう と する 者 は 、 知 事 の 許可 を 
受け な けれ ば な ら な い 。 
2 前 項 の 規定 に より 許可 を 受け よう と する 者 は 、 次 に 掲げ る 事項 を 記載 し た 申請 書 に 、 当 該 漁場 に 係る 漁業 権 を 有する 者 の 同意 
書 を 添え 、 知 事 に 提出 し な けれ ば な ら な い 。 

1) 申請 者 の 氏名 及び 住所 (法人 に あっ て は 、 そ の 名 称 、 代 表 者 の 氏名 及び 主たる 事務 所 の 所 在 地 ) 

(2) 目的 

3) 免許 番号 

4) 区 域 

5) 期間 

(6) 補償 の 措置 

7) その 他 参 考 と な る べき 事項 
3 知事 は 、 第 1 項 の 規定 に より 許可 を する に 当たり 、 条 件 を 付け る こと が で きる 。 
( 砂 れ き の 採 取 禁 止 ) 

第 50 条 第 38 条 に 規定 する 禁止 区 域 に お いて は 、 砂 れき の 採取 又は 除去 を 行っ て は な ら な い 。 た だ し 、 次 の 各 号 に 掲げ る 場合 に あ 
っ て は 、 こ の 限り で な い 。 
(1) 河川 工事 、 砂 防 工事 、 地 すべ り 防 止 工事 及び 海岸 保全 施設 に 関す る 工事 (災害 復旧 事業 と し て これ ら の 工事 を 行う も の を 

含む 。) に よる 場合 
(2) 河川 法 (昭和 39 年 法律 第 167 号 ) 第 7 条 に 規定 する 河川 管理 者 、 砂 防 法 (明治 30 年 法律 第 29 号 ) 第 5 条 に 規定 する 県 知 
若しくは 同 法 第 6 条 に 規定 する 国土 交通 大 臣 、 地 すべ り 等 防止 法 (昭和 33 年 法律 第 30 号 ) 第 7 条 に 規定 する 県 知事 又は 海岸 法 

(昭和 31 年 法律 第 101 号 ) 第 5 条 に 規定 する 海岸 管理 者 が 県 知事 に 協議 し 、 そ の 結果 に 基づき 河川 法 等 の 許可 が な され た 場合 
(試験 研究 等 の 適用 除外 ) 

第 51 条 この 規則 の うち 水産 動物 の 種類 、 大 き さ 、 採 捕 の 期間 若しくは 区 域 又は 水産 動植物 の 採 捕 に 使用 する 漁具 若しくは 漁法 に 
つい て の 制限 又は 禁止 に 関す る 規定 は 、 試 験 研究 、 教 育 実 習 、 増 養殖 用 の 種苗 ( 種 卵 を 含む 。) の 供給 (自給 を 含む 。) 又は 内 
水面 に お ける 特定 外来 生物 (特定 外来 生物 に よる 生態 系 等 に 係る 被害 の 防止 に 関す る 法律 (平成 16 年 法律 第 78 号 ) 第 2 条 第 1 項 
に 規定 する 特定 外来 生物 を いう 。) の 防除 (以下 この 条 に お いて 「 試 験 研究 等 」 と いう 。) の た め の 水 産 動植物 の 採 捕 
知事 の 許可 を 受け た 者 が 行う 当該 試験 研究 等 に つい て は 、 適 用 し な い 。 

2 前 項 の 許可 を 受け よう と する 者 は 、 次 に 掲げ る 事項 を 記載 し た 申請 書 を 知事 に 提出 し な けれ ば な ら な い 。 

(1) 申請 者 の 氏名 及び 住所 (法人 に あっ て は 、 そ の 名 称 、 代 表 者 の 氏名 及び 主たる 事務 所 の 所 在 地 ) 

2) 目的 

(3) 適用 除外 の 許可 を 必要 と する 事項 

4) 使用 する 船舶 の 名 称 、 漁 船 交 録 番号 、 総 トン 数 、 推 進 機関 の 種類 及び 馬力 数 並び に 所 有 者 名 

(5) 採 捕 し よう と する 水産 動植物 の 名 称 及び 数 量 (種苗 の 採 捕 の 場合 は 、 供 給 先 及 びそ の 数 量 

6) 採 捕 の 期間 及び 区 域 

(7) 使用 する 漁具 及び 漁法 
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(8) 採 捕 に 従事 する 者 の 氏名 及び 住所 
3 知事 は 、 第 1 項 の 許可 を し た と き は 、 次 に 掲げ る 事項 を 記載 し た 許可 証 を 交付 する 。 

(1) 許可 を 受け た 者 の 氏名 及び 住所 (法人 に あっ て は 、 そ の 名 称 及 び 主 た る 事務 所 の 所 在 地 ) 
2) 適用 除外 の 事項 
(3) 採 捕 する 水産 動植物 の 種類 及び 数 呈 
4) 採 捕 の 期間 及び 区 域 
(5) 使用 する 漁具 及び 漁法 
6) 採 捕 に 従事 する 者 の 氏名 及び 住所 
(7) 使用 する 船舶 の 名 称 、 漁 船 誰 録 番号 、 総 トン 数 並び に 推進 機関 の 種類 及び 馬力 数 
8) 許可 の 有効 期間 
(9) 条件 

知事 は 、 第 1 項 の 許可 を する に 当たり 、 条 件 を 付け る こと が で きる 。 

第 1 項 の 許可 を 受け た 者 は 、 当 該 許可 に 係る 試験 研究 等 の 終了 後 遅滞 な く 、 そ の 結果 を 知事 に 報告 し な けれ ば な ら な い 。 

第 1 項 の 許可 を 受け た 者 が 許可 証 に 記載 され た 事項 に つき 変更 し よう と する 場合 は 、 知 事 の 許可 を 受け な けれ ば な ら な い 。 

第 2 項 か ら 第 4 項 ま で の 規定 は 、 前 項 の 場合 に 準用 する 。 こ の 場合 に お いて 第 3 項 中 「 交 付す る 。」 と ある の は 「 書 き 換 えて 
交付 する 。」 と 読み 替え る も の と する 。 
8 第 25 条 の 規定 は 、 第 1 項 又 は 第 6 項 の 規定 に より 許可 を 受け た 者 に つい て 準用 する 。 
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第 4 章 漁業 の 取締 り 
(停泊 命令 等) 
第 52 条 知事 は 、 漁 業者 その 他 水 産 動植物 を 採 捕 し 、 又 は 養殖 する 者 が 漁業 に 関す る 法令 の 規定 又は これ ら の 規定 に 基づく 処分 に 
反する 行為 を し た と 認め る と き ( 法 第 27 条 及び 法 第 34 条 に 規定 する 場合 を 除く 。) は 、 法 第 131 条 第 1 項 の 規定 に 基づき 、 当 
行為 を し た 者 が 使用 する 船舶 に つい て 停泊 港 及 び 停 泊 期 間 を 指定 し て 停泊 を 命じ 、 又 は 当該 行為 に 使用 し た 漁具 その 他 水 産 動 
物 の 採 捕 着 し く は 養殖 の 用 に 供 さ れる 物 に つい て 期間 を 指定 し て その 使用 の 禁止 若しくは 陸揚げ を 命ずる こと が で きる 。 
2 知事 は 、 前 項 の 規定 に よる 処分 ( 法 第 25 条 第 1 項 の 規定 に 違反 する 行為 に 係る も の を 除く 。) を し よう と する と き は 、 行 政 手 
続 法 第 13 条 第 1 項 の 規定 に よる 意見 陳述 の た め の 手 続 の 区 分 に か か わら ず 、 聴 聞 を 行わ な けれ ば な ら な い 。 
3 第 1 項 の 規定 に よる 処分 に 係る 聴聞 の 期日 に お ける 審理 は 、 公 開 に より 行わ な けれ ば な ら な い 。 
(船長 等 の 乗組 み 禁止 命令 ) 
第 53 条 知事 は 、 第 4 人 条 第 1 項 の 許可 を 受け た 者 が 漁業 に 関す る 法令 の 規定 又は これ ら の 規定 に 基づく 処分 に 違反 する 行為 を し た 
と 認め る と き は 、 当 該 行 為 を し た 者 が 使用 する 船舶 の 操業 責任 者 に 対し 、 当 該 知 反 に 係る 漁業 に 使用 する 船舶 へ の 乗組 み を 制限 
し 、 又 は 禁止 する こと が で きる 。 
2 前 条 第 2 項 及 び 第 3 項 の 規定 は 、 前 項 の 場合 に つい て 準用 する 。 
(衛星 船 位 測定 送信 機 等 の 備付 け 命令 
第 54 条 知事 は 、 国 際 的 な 枠組 み に お いて 決定 され た 措置 の 履行 その 他 漁業 調整 の た め 特 に 必要 が ある と 認め る と き は 、 第 4 条 第 
1 項 の 許可 を 受け た 者 に 対し 、 衛 星 船 位 測定 送信 機 (人 工 衛星 を 利用 し て 船舶 の 位置 の 測定 及び 送信 を 行う 機器 で あっ て 、 次 の 
各 号 に 掲げ る 基準 に 適合 する も の を いう 。) を 当該 許可 を 受け た 船舶 に 備え 付け 、 か つ 、 操 業 し 、 又 は 航行 する 期間 中 は 当該 電 
子 機器 を 常時 作動 させ る こと を 命ずる 2 こと が で きる 。 
(1) 当該 許可 を 受け た 船舶 の 位置 を 自動 的 に 測定 及び 記録 で きる も の で ある こと 。 
(2) 次 に 掲げ る 情報 を 自動 的 に 送信 で きる も の で ある こと 。 
ア 当該 船舶 を 特定 する こと が で きる 情報 
イ 当該 船舶 の 位置 を 示す 情報 並び に 当該 位置 に お ける 日 付 及び 時 刻 
(3) 前 号 に 掲げ る 情報 の 改変 を 防止 する た め の 措 置 が 講じ られ て いる も の で ある こと 。 
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( 停 船 命令 ) 
第 55 条 漁業 監督 更 員 は 、 法 第 128 条 第 3 項 の 規定 に よる 検査 又は 質問 を する た め 必 要 が ある と き は 、 操 船 又は 漁 ろ う を 指揮 監督 
する 者 に 対し 、 停 船 を 命ずる こと が で きる 。 
2 前 項 の 規定 に よる 停 船 谷 令 は 、 法 第 128 条 第 3 項 の 規定 に よる 検査 若しくは 質問 を する 旨 を 告げ 、 又 は 表示 し 、 か つ 、 国 際 浴 
事 機関 が 採択 し た 国際 信号 書 に 規定 する 次 に 掲げ る 信号 その 他 の 適切 な 手段 に より 行う も の と する 。 
(1) 様式 第 2 号 に よる 信号 旗 し を 掲げ る こと 。 
(2) サイ レン 、 汽 笛 そ の 他 の 音響 信号 に より し の 信号 ( 短 音 1 回 、 長 音 1 回 、 短 音 2 回 ) を 約 7 秒 の 間隔 を 置い て 連続 し て 行 
ご. 
(3) 投光器 に より L の 信号 ( 短 光 1 回 、 長 光 1 回 、 短 光 2 回 ) を 約 7 秒 の 間隔 を 置い て 連続 し て 行う こと 。 
前 項 に お いて 、「 長 音 」 又 は 「 長 光 」 と は 、 約 3 秒間 継続 する 吹鳴 又は 投 光 を いい 、「 短 音 」 又 は 「 短 光 」 と は 、 約 1 秒間 継 
する 吹鳴 又は 投 光 を いう 。 
第 5 章 雑則 
(漁場 又は 漁具 の 標識 の 設置 に 係る 届出 ) 
第 56 条 法 第 122 条 の 規定 に より 、 漁 場 の 標識 の 建設 又は 漁具 の 標識 の 設置 を 命じ られ た 者 は 、 遅 滞 な く 、 そ の 命じ られ た 方 法 に 
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より 当該 標識 を 建設 し 、 又 は 設置 し 、 そ の 則 を 知事 に 届け 出 な けれ ば な ら な い 。 

(標識 の 書換 え 又は 再 設置 等 ) 
第 57 条 前 条 の 標識 の 記載 事項 に 変更 を 生 し 、 若 し く は 当該 標識 に 記載 し た 文字 が 明らか で な く な っ た と き 又 は 当該 標識 を 亡失 し 
若しくは 明 損 し た と き は 、 遅滞 な く こ れ を 書き 換え 、 又 は 新た に 建設 し 、 若 し く は 設置 し な けれ ば な ら な い 。 

























































































(定置 漁業 等 の 漁具 の 標識 ) 
第 58 条 定置 漁業 その 他 知 事 が 必要 と 認め 別に 定め る 漁業 を 営む 者 は 、 漁 具 の 敷設 中 、 昼 間にあっ て は 様式 第 3 号 に よる 漁具 の 標 
の 見 や すい 場所 に 水面 上 1.5 メ ヌー トル 以上 の 高 さ に 設置 し 、 夜 間にあっ て は 電灯 その 他 の 照明 に よる 漁具 の 標識 を 
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当該 漁具 に 設置 し な けれ ば な ら な い 。 
ji 項 の 漁業 を 定め た と き は 、 公 示す る 。 
(うき は え 縄 漁業 等 の 漁具 の 標識 ) 
第 59 条 海面 に お いて 次 に 掲げ る 漁業 に 従事 する 操業 責任 者 は 、 そ の 拘 業 中 、 幹 縄 又 は 網 の 両端 に 、 水 面 上 1.5 メ ー ト ル 以 上 の 高 
さ の ボン デン を つけ る と と も に 、 第 1 与 に 掲げ る 漁業 に あっ て は 、 幹 綿 の 中 間 に お お むね 300 メ ー ト ル ご と に 浮 標 を つけ な けれ 
ば な ら な い 。 こ の 場合 、 夜 間 に お いて は 、 当 該 ボ ン デ ン に 電灯 その 他 の 有 照 明 を 掲げ な けれ ば な ら な い 。 























































































































1) うき は え 縄 漁業 
(2) 流し 網 漁業 
3) 底 は え 縄 漁業 
4) 固定 式 刺し 網 漁業 


















































「 





2 前 項 の ボン デン に は 、 当 該 漁業 を 営む 者 の 氏名 又は 名 称 及び 住所 を 記載 し な けれ ば な ら な い 。 
(内 水面 漁場 管理 委員 会 
第 60 条 内 水面 漁場 管理 委員 会 は 、 内 水面 に お ける 水産 動植物 の 採 捕 、 養 殖 及 び 増 殖 に 関す る 事項 を 処理 する 。 
2 この 規則 の 規定 に よる 海区 漁業 調整 委員 会 の 権限 は 、 内 水面 に お ける 漁業 に 関し て は 、 内 水面 漁場 管理 委員 会 が 行 う 。 
(添付 書類 の 省略 
第 61 条 この 規則 の 規定 に より 同時 に 2 以上 の 申請 書 その 他 の 書類 を 提出 する 場合 に お いて 、 各 申請 書 そ の 他 の 書類 に 添付 すべ き 
書類 の 内 容 が 同一 で ある と き は 、 一 の 申請 書 そ の 他 の 書類 に これ を 添付 し 、 他 の 申請 書 そ の 他 の 書類 に は その 軒 を 記載 し て 、 
の 申請 書 そ の 他 の 書類 に 添付 し た 書類 の 添付 を 省略 する こと が で きる 。 
2 前 項 に 規定 する 場合 の ほか 、 知 事 は 、 特 に 必要 が な いと 認め る と き は 、 こ の 規則 の 規定 に より 申請 書 そ の 他 の 書類 に 添付 する 
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こと と され て いる 書類 の 添付 を 省略 させ る こと が で きる 。 
り 則 
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第 6 章 


Du 








第 62 条 次 の 各 号 の いずれ か に 該当 する 者 は 、6 月 以下 の 懲役 若しくは 10 万 円 以下 の 和倉 金 に 処し 、 又 は これ を 併 科 する 。 
(1) 第 32 条 第 1 項 、 第 33 条 か ら 第 38 条 まで 、 第 39 条 第 1 項 若しくは 第 5 項 、 第 40 条 か ら 第 46 条 まで 、 第 48 条 第 1 項 、 第 49 条 第 
1 項 又 は 第 50 条 の 規定 に 違反 し た 者 
(2) 第 32 条 第 13 項 に お いて 準用 する 第 13 条 第 1 項 若 し く は 第 2 項 又 は 第 49 
(3) 第 23 条 第 1 項 (第 32 条 第 13 項 に お いて 準用 する 場合 を 含む 。) 、 第 32 
2 項 又 は 第 53 条 第 1 項 の 規定 に 基づく 命令 に 違反 し た 者 
2 前 項 の 場合 に お いて は 、 犯 人 が 所 有 し 、 又 は 所 持 する 漁獲 物 、 そ の 製品 、 漁 船 又は 漁具 その 他 水 産 動植物 の 採 捕 の 用 に 供 さ れ 
る 物 は 、 没 収 す る こと が で きる 。 た だ し 、 犯 人 が 所 有 し て いた これ ら の 物件 の 全部 又は 一 部 を 没収 する こと が で き な い と き は 、 
その 価額 を 追徴 する こと が で きる 。 
第 63 条 第 25 条 第 1 項 (第 51 条 第 8 項 に お いて 準用 する 場合 を 含む 。) 、 第 31 条 、 第 32 条 第 10 項 又は 第 47 条 第 1 項 の 規定 に 違反 し 
た 者 は 、 科 料 に 処す る 。 
第 64 条 法人 の 代表 者 又は 法人 若しくは 人 の 代理 人 、 使 用 人 その 他 の 従業 者 が 、 そ の 法人 又は 人 の 業務 又は 財産 に 関し て 、 第 62 条 
第 1 項 又 は 前 条 の 違反 行為 を し た と き は 、 行 為 者 を 罰する ほか 、 そ の 法人 又は 人 に 対し 、 各 本 条 の 禄 金 弄 又 は 科料 刑 を 科す る 。 












































3 項 の 規定 に より 付け た 条件 に 違反 し た 者 


第 
第 13 項 に お いて 準用 する 第 22 条 第 2 項 、 第 48 条 第 



































































































































































































































































































































第 65 条 第 17 条 第 2 項 、 第 19 条 第 2 項 若しくは 第 25 条 第 3 項 (第 51 条 第 8 項 に お いて 準用 する 場合 を 含む 。) の 規定 、 第 26 条 か ら 


ビュ ヽ ュ 



































第 28 条 まで 、 第 30 条 第 1 項 若 し く は 第 2 項 (これ ら の 規定 を 第 32 条 第 13 項 に お いて 準用 する 場合 を 含む 。) の 規定 、 第 32 条 第 12 
項 の 規定 又は 第 51 条 第 5 項 の 規定 に 違反 し た 者 は 、 5 万 円 以下 の 過料 に 処す る 。 






































施行 期日 ) 
則 は 、 令 和 2 年 12 月 1 日 か ら 施行 する 。 

岩手 県 内 水面 漁業 調整 規則 の 廃止 
2 岩手 県 内 水面 漁業 調整 規則 (昭和 47 年 岩手 県 規則 第 88 号 ) は 、 廃 止 する 。 
内 水面 の 採 捕 の 許可 に 関す る 経過 措置 ) 

( 




















































































































3 漁業 法 等 の 一 部 を 改正 する 等 の 法律 (平成 30 年 法律 第 95 号 。 以 下 「 改 正法 」 と いう 。) 附則 第 29 条 の 規定 に より 第 32 条 第 1 項 
の 規定 に よっ て し た も の と みな され る 前 項 の 規定 に よる 廃止 前 の 岩手 県 内 水面 漁業 調整 規則 (以下 「 旧 内 水面 規則 」 と いう 。) 


第 6 条 の 規定 に よっ て し た 許可 に つい て は 、 当 該 許可 の 有効 期間 の 満了 の 日 まで の 間 は 、 旧 内 水面 規則 第 13 条 の 規定 は 、 な お そ 
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(試験 研究 等 の 適用 除外 に 関す る 経過 措置 ) 
4 改正 法 附 則 第 29 条 の 規定 に より 第 51 条 第 1 項 の 規定 に よっ て し た も の と みな され る この 規則 に よる 改正 前 の 岩手 県 漁業 調整 規 















































則 (以下 「 旧 海面 規則 」 と いう 。) 第 51 条 第 1 項 及 び 旧 内 水面 規則 第 34 条 第 1 項 の 規定 に よっ て し た 許可 に つい て は 、 当 該 許可 


















































の 有効 期間 の 満了 の 日 まで の 間 は 、 旧 海面 規則 第 51 条 第 6 項 及 び 旧 内 水面 規則 第 34 条 第 6 項 の 規定 は 、 な お その 効力 を 有する 。 
(前 則 に 関す る 経過 措置 ) 


5 この 規則 の 施行 の 日 (以下 「 施 行 日 」 と いう 。) 前 に し た 行為 及び この 附則 の 規定 に より な お その 効力 を 有する こと と され る 






























































































































































































































































場合 に お ける 施行 日 以後 に し た 行為 に 対す る 罰則 の 適用 に つい て は 、 な お 従前 の 例 に よる 。 
様式 第 1 号 (第 31 条 関係 ) 
漁業 様 式 
中 型 ま き 網 漁業 イワ 中 旋 123 
小型 機 般 底 びき 網 漁業 の うち 手繰 第 三種 漁業 (第 一 種 共同 漁業 の 内 容 と な り 得 る 水産 動物 の 採 捕 を 目 | イワ 手 123 
的 と する も の に 限る 。) 














































































































































































































上 記 以 外 の 小型 機 船底 びき 網 漁業 ワ 小 底 123 
小型 さけ ・ ま す 流 し 網 漁業 レ 鮭 流 123 
小型 まき 網 漁業 ワ 小 旋 123 
か じき 等 流し 網 漁業 ワ か 流 123 
流し 網 漁業 ワ 流 123 
固定 式 刺し 網 漁業 ワ 刺 123 
船 び き 網 漁業 ワ 船 123 
さん ま 棒 受 網 漁業 ワ さ 123 
火 光 利 用 敷 網 漁業 ワ 火 123 
すく い 網 漁業 ワ 抄 123 
いか 釣り 漁業 ワ い か 123 
か ご 漁業 ワ か ご 123 
さけ は え 縄 漁業 ワ な わ 123 
いる か 突 棒 漁業 ワ 棒 123 
備考 各 文 字 及び 数 字 の 大 き さ は 8 センチ メ ー ト ル 以 上 、 太 さき は 2 モン チ メ ー ト ル 以 上 、 間 隔 は 2.5 セ ンチ メー トル 以上 と す 


る 
様式 第 2 号 (第 55 条 関係 ) 


























備考 1 斜線 の 部 分 は 、 黒 で あり 、 そ の 他 の 部 分 は 、 黄 で ある 。 
2 この 旗 は 、 国 際 海 事 機関 の 採択 し た 国際 信号 書 に 掲載 の 「L」 旗 (ちな た は 、 す ぐ 停 船 さ れ た い 。) で ある 。 
3 数 字 は 、 セ ンチ メー トル を 示す 。 
















































































様式 第 3 号 (第 58 条 関係 ) 
80 
第 号 
y 伯 
漁業 80 





漁業 者 の 氏名 又は 名 称 

















備考 1 標識 は 、 赤 色 の 布地 で ある 。 
2 数 字 は 、 セ ンチ メー トル を 示す 。 





